
 

 ◆ 次期重点計画施策の方向性 

 

Ⅲ． 雪にも強く安全で安心して暮ら
せる温もりのある人に優しい圏域の
実現 

●「暮らし・環境」 

 

次期「重点整備方針」における 

重点戦略と重点目標 

・地域を分断する地形と、長い都市間距
離 

・高速道路の利用促進、依然として低く、
高速・広域ネットワークの構築、ミッシン
グリンクの解消 

・実質経済成長率や雇用状況は改善傾
向であるが、全国平均に比べて低い 

・他地域に依存するコンテナ輸送 

・輸出入相手国として、アジア地域の比
率が上昇傾向 

・東アジアや北米、ロシア等との近接性
を活かした産業経済の国際競争力を
高める基盤整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
・堤防設置延長割合や都市浸水対策達
成率が全国に比べて低い 

・宮城県沖地震等の大規模地震につい
ての対策 

・東北の８割は豪雪地帯に指定され、豪
雪による被害が発生しており、積雪期
については対策が必要 

・高度医療施設の 60 分カバー圏域は７
割程度 

・全国平均を上回る急速な高齢化 
・高齢者の交通事故が増加 
 
 
 
・都市と農村が一体となった広域的な地
域づくり 

・市街化区域内の人口密度が減少 

・人口５万人以下の中小都市に加え、２
０万以下程度の都市においても人口が
減少 

・バス路線の廃止等により、自動車を運
転できない交通弱者の利便性が低下 

・冬期サービス水準の向上 

・高齢者、障害者に配慮した歩行空間の
確保 

 
 
・恵まれた多くの観光資源を活かし観光
などによる地域経済の活性化 

・観光入込客数の対全国シェアの低さ 

・外国人観光客の全国シェアが低い 

・貴重な自然が失われることにより、生
物の生息可能な環境が減少 

・リサイクル率、建設副産物の再資源化
率のさらなる推進 

・地球環境保全のためのCO2削減 
・沿道環境の改善 

●強い東北の創造 
活力ある地域社会の形成、国内外
との競争力を持つ産業経済を創出
するため、物流・交流・連携を支える
社会資本整備を進め、「強い東北の
創造」を目指す。 
『重点目標』 
○広大な東北の交流・連携の活性

化を支える「縦」、「横」のネットワ
ーク整備の推進 

○産業経済の活性化、東アジア、ロ
シア、北米等との国際交流・連携
強化に貢献する社会資本整備の
推進 

○交通流対策等の排出源対策と都市緑
化等の吸収源対策の連携による CO2

の削減等地球温暖化の防止のため
の取組 

○水・緑豊かで潤いや景観、文化等に
配慮した環境整備 

○集約型都市構造への転換や公共交
通の利用促進等の一体的取組による
環境負荷の小さい快適で安全な都
市・地域づくり 
※「地球温暖化の防止」において緊急

性を有する事業の明確化 

●美しい東北の実現 
地球環境の保全に向け、地球温暖化
防止対策や省資源・省エネルギーに
着目した循環型社会の構築を図ると
ともに、東北が有する美しく豊かな自
然を守るため、「美しい東北の実現」を
目指します。 
『重点目標』 
○自然環境との共生に配慮した社会
資本整備の推進 
○地球温暖化防止対策と循環型社会

構築の推進 

東北の現状・課題等 
「次期社会資本重点整備計画」 

（社会資本整備審議会総会 
交通政策審議会会：H19.7）

○これまでのような人口増を前提とした
様々な政策を見直すことも必要であ
り、例えば、拡散型都市構造から集中
型都市構造への転換 

○高齢者・障害者等の社会参加による
活力ある社会を実現するため、国民
意識の向上に向けた取組も踏まえつ
つ、施設のバリアフリー化や、男性・女
性がともに安心して子育てができる環
境の充実 
※「子育て支援、バリアフリー社会の

形成」において緊急性を有する事
業の明確化

●「安全」 
○甚大な被害が切迫して予想される大

規模地震・水害への予防的対応 
○甚大な被害が発生した地域を再び被

災させないための対策 
○防災・災害情報の提供や避難訓練の

実施、安全な土地利用への誘導等の
ソフト施策との連携 
※守るべき地域・機能を明確にした計画

的・戦略的な防災・減災対策の実施 
※「災害に強い国土づくり」において

緊急性を有する事業の明確化 

●「活力」 
○大都市圏拠点空港やスーパー中枢港湾、

国際物流に対応した道路網といった、我が
国と東アジア地域や世界を結ぶアジアのゲ
ートウェイ機能や国際交通拠点機能の充
実・強化 

○都市機能の高度化及び居住環境の向上を
図るため、民間活力による都市開発の支
援等の都市再生 

○地域ブロックの自立的な発展に向け、地域
ブロックと東アジア地域の直接交流や地域
ブロック相互間の交流の促進を図るための
道路・港湾・鉄道等の幹線交通の整備等、
総合的な交通ネットワークの形成 

○生活圏レベルにおける生活の利便性工場
や交流を通じたにぎわいの確保、地域公共
交通の活性化・再生等、「選択と集中」によ
る地域の活性化 
※「国際競争力の強化」と「地域活力の向

上」において緊急性を有する事業の明
確化 

●魅力あるまちづくり 
まちと里が共生する地域社会を形成
し、歴史や伝統・文化等の地域資源を
活かした「魅力あるまちづくり」を目指
す。 

『重点目標』 
○都市と農山漁村の共生を推進する

「東北発コンパクトシティ」の形成 

●安全で安心できる地域づくり 
あらゆる災害に強く、事故を防ぎ、
地域医療を支える社会資本整備や
ソフト対策を推進する。また、福祉
社会に貢献するユニバーサルデザ
インの導入を進め、誰もが快適で暮
らしやすい「安全で安心できる地域
づくり」を支援する。 
『重点目標』 
○あらゆる災害に強く暮らしを守る

社会資本整備の推進 
○雪に強く、安心して生活できる社

会資本整備の推進 
○高齢化社会等に対応した安全で

安心して生活できる社会資本整
備の推進 

●強い東北の創造 
産業の自立した発展を支えるため、物
流の効率化、人と情報の交流・連携を
支える社会基盤の整備を進め、「強い
東北の創造」を目指します。 

『重点事項』 
○｢縦｣､｢横｣のネットワークによる広域

的な交流・連携の推進 
○グローバル化に対応した「自立した

経済システム」を支える基盤整備 

現「重点整備方針」における 

基本方針と重点事項 

●安全で安心できる地域づくり 
あらゆる災害や豪雪に対応した施設
整備とソフト対策の推進、ユニバーサ
ルデザインの導入などにより、誰もが
快適で暮らしやすい「安全で安心でき
る地域づくり」を目指します。 

『重点事項』 
○あらゆる災害に強い安全な地域づく

り 
○雪に強く、安心で快適な地域づくり 
○高齢社会等に対応した安心して生

活できる地域づくり 

●魅力ある都市づくり 

自然や環境との共生、職住近接、土

地利用の高度化などにより、効率的

で持続可能な都市を形成するととも

に、歴史や文化を活かした個性を持

つ「魅力ある都市づくり」を目指しま

す。 

『重点事項』 
○「コンパクトシティ」の推進 

●美しい東北の実現 
循環型社会を構築するとともに、美し
い山河、豊かな自然、独自な文化を
適切に保全し、観光等に有効活用し、
周辺環境と調和のとれた「美しい東北
の実現」を目指します。 

『重点事項』 
○東北らしい自然環境との共生 
○循環型社会の構築 

Ⅱ．交流・連携機能の強化による 
世界に開かれた圏域の実現 

 
①「環太平洋・環日本海ゲートウェイ」

の形成 
②高速交通交流圏の形成 
③圏域内外を結ぶ多様で重層的なネ

ットワークの形成

 
①災害に備えたしなやかな圏域の形

成 
 
②冬に強い地域づくりの推進 

③都市と農山漁村の共生と交流を推
進する「東北発コンパクトシティ」の
形成 

 
④地域の持続的な発展の核となる活

力ある都市の形成 
 
⑤暮らしやすい農山漁村の形成 
 
⑥人に優しい圏域づくり 

Ⅳ．恵み豊かな自然と共生する環
境先進圏域の実現 

 
①地球環境保全のための低炭素社

会・循環型社会の構築 
 
②美しい四季に彩られる森林や田園、

川や海辺の保全と継承 
 
③豊かな水環境と海洋・海域の環境

保全・再生・利用 

「広域地方計画のスケルトン案」 
（戦略的目標と実現のための 

主要な施策） 

Ⅰ．地域の資源、特性を活かした世界に羽ば
たく産業による自立的な圏域の実現 

 
①国際競争力を持つ産業群の形成 
②地球に優しいエネルギーの安定供

給と世界を先導するエネルギー技
術開発の推進 

③東北圏の総合力が支える持続可能
な農林水産業の創出 

④東北圏ならではの地域資源を活か
した観光交流の拡大 


